
(57)【要約】

【課題】文字が記録された原稿を読み取って得られた文

字画像情報における所定の注目画素がエッジ強調処理を

施す対象である対象画素であるか否かを判別し、その対

象画素にエッジ強調処理を施す画像処理装置において、

原稿の輪郭が出力されることなく、かつ小ポイント文字

を鮮明に出力することができるエッジ強調処理を上記文

字画像情報に施す。

【解決手段】濃度判別部１２において注目画素の濃度が

、原稿の輪郭部分の下地の濃度よりも高く文字を構成す

る線のうち最も細い線の濃度以下の所定の第１の閾値以

上、かつ文字を構成する線のうち最も細い線の濃度以上

の第２の閾値以下の場合にその注目画素を濃度対象画素

と判別し、その濃度対象画素が細線画像の一部を構成す

る細線画素であるか否かを判別し、濃度対象画素かつ細

線画素と判別された注目画素を対象画素と判別し、その

対象画素に小ポイント文字が鮮明に出力されるのに十分

な強調度のエッジ強調処理を施す。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
文 字 が 記 録 さ れ た 原 稿 を 読 み 取 っ て 得 ら れ た 文 字 画 像 情 報 に お け る 所 定 の 注 目 画 素 が エ ッ
ジ 強 調 処 理 を 施 す 対 象 で あ る 対 象 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る 対 象 画 素 判 別 手 段 を 有 し 、
該 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 前 記 対 象 画 素 と 判 別 さ れ た 注 目 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 画
像 処 理 装 置 に お い て 、
前 記 エ ッ ジ 画 素 判 別 手 段 が 、
前 記 注 目 画 素 の 濃 度 が 前 記 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 濃 度 よ り も 高 く 前 記 文 字 を 構 成 す る 線
の う ち 最 も 細 い 線 の 濃 度 以 下 の 所 定 の 第 １ の 閾 値 以 上 か つ 前 記 文 字 を 構 成 す る 線 の う ち 最
も 細 い 線 の 濃 度 以 上 の 所 定 の 第 ２ の 閾 値 以 下 の 場 合 に 前 記 注 目 画 素 を 濃 度 対 象 画 素 と 判 別
す る 濃 度 判 別 部 と 、
前 記 注 目 画 素 が 細 線 画 像 の 一 部 を 構 成 す る 細 線 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る 細 線 画 像 判 別
部 と を 有 し 、
前 記 濃 度 判 別 部 に お い て 前 記 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 さ れ る と と も に 、 前 記 細 線 画 像 判 別 部 に
お い て 前 記 細 線 画 素 と 判 別 さ れ た 前 記 注 目 画 素 を 前 記 対 象 画 素 と 判 別 す る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 前 記 対 象 画 素 と 判 別 さ れ な か っ た 注 目 画 素 を 非 対 象 画 素 と し
、 該 非 対 象 画 素 に 前 記 エ ッ ジ 強 調 処 理 よ り も 弱 い 強 調 度 の 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 前 記 対 象 画 素 と 判 別 さ れ な か っ た 注 目 画 素 を 非 対 象 画 素 と し
、 該 非 対 象 画 素 と 該 非 対 象 画 素 に 隣 接 す る 周 辺 画 素 と の 濃 度 差 分 量 を 算 出 す る 濃 度 差 分 量
算 出 手 段 を 有 し 、
該 濃 度 差 分 量 算 出 手 段 に よ り 算 出 さ れ た 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 第 ３ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に
は 、 前 記 非 対 象 画 素 に 前 記 エ ッ ジ 強 調 処 理 よ り も 弱 い 強 調 度 の 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 し 、
前 記 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 第 ３ の 閾 値 よ り も 小 さ い 場 合 に は 、 前 記 非 対 象 画 素 に 前 記 弱 エ ッ
ジ 強 調 処 理 を 施 さ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 文 字 が 記 録 さ れ た 原 稿 を 読 み 取 っ て 得 ら れ た 文 字 画 像 情 報 に お け る 所 定 の 注 目
画 素 が エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 対 象 で あ る 対 象 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 し 、 該 対 象 画 素 に エ
ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 画 像 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 文 字 が 記 録 さ れ た 原 稿 を ス キ ャ ナ な ど に よ り 読 み 取 っ て 文 字 画 像 情 報 と し て 得
、 こ の 文 字 画 像 情 報 に お け る 所 定 の 注 目 画 素 が エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 対 象 で あ る 対 象 画 素
で あ る か 否 か を 判 別 し 、 該 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 画 像 処 理 の 技 術 が 提 案 さ れ て
い る 。 特 に 、 文 字 の 輪 郭 に 応 じ た エ ッ ジ 画 素 を 上 記 対 象 画 素 と し 、 そ の エ ッ ジ 画 素 に エ ッ
ジ 強 調 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 上 記 文 字 画 像 情 報 に 基 づ い て 文 字 画 像 を 所 定 の 記 録 媒 体 に
出 力 し た 際 、 該 文 字 画 像 を よ り 鮮 明 に 出 力 す る こ と が で き る 種 々 の 技 術 が 提 案 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 上 記 の よ う に エ ッ ジ 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 際 に は 、 ま ず 、 エ ッ ジ 画 素 を 判
別 す る 必 要 が あ る が 、 特 許 文 献 １ に は 、 上 記 文 字 画 像 情 報 に お け る 所 定 の 注 目 画 素 に つ い
て 、 注 目 画 素 と そ の 周 辺 画 素 と の 濃 度 差 分 量 を 求 め 、 こ の 濃 度 差 分 量 が 閾 値 以 上 で あ っ た
場 合 に 上 記 注 目 画 素 を エ ッ ジ 画 素 と 判 別 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 平 １ ０ － ２ ４ ０ ９ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 許 ３ １ １ ５ ０ ６ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 大 き い ポ イ ン ト の 文 字 を 読 み 取 っ た 場 合 に お け る 文 字 画 像 情 報 に お け る 画
素 濃 度 と 小 さ い ポ イ ン ト の 文 字 を 読 み 取 っ た 場 合 に お け る 文 字 画 像 情 報 に お け る 画 素 濃 度
は 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 関 係 で あ り 、 小 ポ イ ン ト 文 字 に 応 じ た 文 字 画 像 情 報 に お け る 画 素
の 濃 度 差 の 方 が 大 ポ イ ン ト 文 字 に 応 じ た 文 字 画 像 情 報 に お け る 画 素 の 濃 度 差 の よ り も 小 さ
い （ な お 、 図 １ ０ は 所 定 の 文 字 の 一 部 を ス キ ャ ナ な ど に よ り 主 走 査 方 向 に 読 み 取 っ た と き
に 出 力 さ れ る 画 素 デ ー タ の 濃 度 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ り 、 山 部 が 文 字 部 の 濃 度 を 谷 部
が 文 字 部 分 に お け る 下 地 部 の 濃 度 を 示 す ） 。 し た が っ て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ
う な 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る か 否 か に よ り エ ッ ジ 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る
方 法 で は 、 エ ッ ジ 強 調 が 必 要 な 小 ポ イ ン ト 文 字 の 輪 郭 部 分 の 画 素 を エ ッ ジ 強 調 す る た め 小
ポ イ ン ト 文 字 の 上 記 濃 度 差 よ り 小 さ い 閾 値 を 設 定 す る 必 要 が あ る が 、 上 述 の よ う に 小 ポ イ
ン ト 文 字 の 上 記 濃 度 差 は 小 さ い こ と か ら 、 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 画 素 の 濃 度 と 原 稿 外 の
濃 度 と の 差 が 小 ポ イ ン ト 文 字 の 濃 度 差 よ り も 大 き く な る 場 合 が 存 在 し 、 そ の 場 合 、 小 ポ イ
ン ト 文 字 の 輪 郭 部 分 の 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を か け よ う と す る と 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 画 素 に
も エ ッ ジ 強 調 処 理 が か か り 、 原 稿 の エ ッ ジ の 線 が 出 力 さ れ て し ま う と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に お い て は 、 小 ポ イ ン ト 文 字 に 応 じ た 文 字 画 像 情 報 に お け る 画 素 の 濃 度
差 が 比 較 的 小 さ い こ と を 考 慮 し 、 小 ポ イ ン ト 文 字 を 読 み 取 っ た 文 字 画 像 情 報 に お け る 小 ポ
イ ン ト 文 字 の 輪 郭 部 分 の 画 素 の 濃 度 が 中 間 濃 度 で あ る こ と が 多 い こ と か ら 、 注 目 画 素 の 濃
度 が 中 間 濃 度 で あ る 場 合 に は 、 上 記 濃 度 差 の 閾 値 を あ る 程 度 低 い 閾 値 と し 、 注 目 画 素 の 濃
度 が 中 間 濃 度 で な い 場 合 に は 、 通 常 の 閾 値 を 用 い て エ ッ ジ 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る 方
法 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 判 別 方 法 に お い て は 、 上 記
中 間 濃 度 の 設 定 の 際 に 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 濃 度 は 全 く 考 慮 さ れ て い な い た め 、 小 ポ イ
ン ト 文 字 の 輪 郭 部 分 の 画 素 と 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 画 素 と を 区 別 す る こ と が で き な い 場 合 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 原 稿 の 輪 郭 が 出 力 さ れ な い 程 度 の 強 調 度 の エ ッ ジ 強 調 処 理 を エ ッ ジ 画 素 に 施 す よ う
に す る こ と も 可 能 で あ る が 、 そ う す る と 小 ポ イ ン ト の 文 字 を 鮮 明 に 出 力 す る こ と が 困 難 と
な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 上 記 の よ う な 小 ポ イ ン ト 文 字 を 含 む 文 字 画 像 情 報 に
つ い て 、 原 稿 の 輪 郭 が 出 力 さ れ る こ と な く 、 か つ 小 ポ イ ン ト 文 字 を 鮮 明 に 出 力 す る こ と が
で き る よ う な エ ッ ジ 強 調 処 理 を 上 記 文 字 画 像 情 報 に 施 す こ と が で き る 画 像 処 理 装 置 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 は 、 文 字 が 記 録 さ れ た 原 稿 を 読 み 取 っ て 得 ら れ た 文 字 画 像 情 報 に お
け る 所 定 の 注 目 画 素 が エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 対 象 で あ る 対 象 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る
対 象 画 素 判 別 手 段 を 有 し 、 そ の 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 対 象 画 素 と 判 別 さ れ た 注 目 画 素 に
エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 画 像 処 理 装 置 に お い て 、 エ ッ ジ 画 素 判 別 手 段 が 、 注 目 画 素 の 濃 度 が
前 記 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 濃 度 よ り も 高 く 前 記 文 字 を 構 成 す る 線 の う ち 最 も 細 い 線 の 濃
度 以 下 の 所 定 の 第 １ の 閾 値 以 上 か つ 文 字 を 構 成 す る 線 の う ち 最 も 細 い 線 の 濃 度 以 上 の 所 定
の 第 ２ の 閾 値 以 下 の 場 合 に 注 目 画 素 を 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 す る 濃 度 判 別 部 と 、 注 目 画 素 が
細 線 画 像 の 一 部 を 構 成 す る 細 線 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る 細 線 画 像 判 別 部 と を 有 し 、 濃
度 判 別 部 に お い て 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 さ れ る と と も に 、 細 線 画 像 判 別 部 に お い て 細 線 画 素
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と 判 別 さ れ た 注 目 画 素 を 対 象 画 素 と 判 別 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 上 記 「 所 定 の 注 目 画 素 」 と は 、 上 記 文 字 画 像 情 報 に お い て 任 意 に 注 目 し た 画 素 の
こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 上 記 「 エ ッ ジ 強 調 処 理 」 と し て は 、 た と え ば 、 ラ プ ラ シ ア ン を 用 い た エ ッ ジ 強 調 処
理 が あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 各 種 の エ ッ ジ 強 調 処 理 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 上 記 「 第 ２ の 閾 値 」 は 、 上 記 文 字 を 構 成 す る 線 の う ち 最 も 細 い 線 の 濃 度 以 上 で あ れ
ば 如 何 な る 値 で も よ く 、 た と え ば 、 文 字 を 構 成 す る 線 の 最 大 濃 度 の 値 と し 、 注 目 画 素 の 濃
度 が 上 記 「 第 １ の 閾 値 」 以 上 の 場 合 は 全 て そ の 注 目 画 素 を 濃 度 対 象 画 素 と す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 上 記 「 細 線 画 像 」 と は 、 た と え ば 、 上 記 文 字 画 像 情 報 に お い て １ 画 素 ま た は 数 画 素
の 幅 で 所 定 の 方 向 に 延 び た 画 像 の こ と を 意 味 す る が 、 上 記 幅 に つ い て は エ ッ ジ 強 調 処 理 の
必 要 性 に 応 じ て 任 意 に 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 上 記 画 像 処 理 装 置 に お い て は 、 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 対 象 画 素 と 判 別 さ れ な か っ
た 注 目 画 素 を 非 対 象 画 素 と し 、 そ の 非 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 よ り も 弱 い 強 調 度 の 弱 エ
ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 上 記 画 像 処 理 装 置 に お い て は 、 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 対 象 画 素 と 判 別 さ れ な か っ
た 注 目 画 素 を 非 対 象 画 素 と し 、 そ の 非 対 象 画 素 と そ の 非 対 象 画 素 に 隣 接 す る 周 辺 画 素 と の
濃 度 差 分 量 を 算 出 す る 濃 度 差 分 量 算 出 手 段 を 有 し 、 そ の 濃 度 差 分 量 算 出 手 段 に よ り 算 出 さ
れ た 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 第 ３ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に は 、 非 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 よ
り も 弱 い 強 調 度 の 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 し 、 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 閾 値 よ り も 小 さ い 場 合 に
は 、 非 対 象 画 素 に は 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 さ な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 に よ れ ば 、 濃 度 判 別 部 に お い て 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 さ れ る と と も に
、 細 線 画 像 判 別 部 に お い て 細 線 画 素 と 判 別 さ れ た 注 目 画 素 を 対 象 画 素 と 判 別 し て エ ッ ジ 強
調 処 理 を 施 す よ う に し た の で 、 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 小 ポ イ ン ト 文 字 を 含 む 文 字 画 像 情 報
に つ い て 、 原 稿 の 輪 郭 が 出 力 さ れ る こ と な く 、 か つ 小 ポ イ ン ト 文 字 を 鮮 明 に 出 力 す る こ と
が で き る よ う な エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す こ と が で き る 。 ま た 、 細 線 画 素 か 否 か を 判 別 す る よ
う に し た の で 、 た と え ば 、 原 稿 の 輪 郭 部 分 に お け る 注 目 画 素 で あ る に も か か わ ら ず 、 原 稿
の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 濃 度 の 多 少 の 変 化 に よ り 予 め 設 定 し た 第 １ の 閾 値 以 上 と な り 、 濃 度 対
象 画 素 と 判 別 さ れ て し ま っ た よ う な 注 目 画 素 に つ い て も 、 細 線 画 像 判 別 部 に お い て 排 除 し
、 エ ッ ジ 強 調 処 理 が 施 さ れ な い よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 細 線 画 素 の み に エ ッ ジ 強
調 処 理 を 施 す よ う に し た の で 、 細 線 画 像 以 外 の 部 分 に 無 駄 な エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す こ と を
回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 上 記 画 像 処 理 装 置 に お い て 、 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 対 象 画 素 と 判 別 さ れ な か っ た
非 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 よ り も 弱 い 強 調 度 の 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す よ う に し た 場 合
に は 、 た と え ば 、 文 字 画 像 情 報 を 得 る 際 に 使 用 し た レ ン ズ が 低 価 格 で 鮮 鋭 度 の 低 い 文 字 画
像 情 報 し か 得 る こ と が で き な い も の で あ っ た と し て も 、 対 象 画 素 以 外 の 画 素 に つ い て 弱 エ
ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す こ と に よ り 原 稿 に 記 録 さ れ た 画 像 全 体 を 鮮 明 に 出 力 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 画 像 処 理 装 置 に お い て 、 対 象 画 素 判 別 手 段 に よ り 対 象 画 素 と 判 別 さ れ な か っ た
非 対 象 画 素 と そ の 非 対 象 画 素 に 隣 接 す る 周 辺 画 素 と の 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る
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場 合 に は 、 非 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 よ り も 弱 い 強 調 度 の 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 し 、 濃
度 差 分 量 が 所 定 の 閾 値 よ り も 小 さ い 場 合 に は 、 非 対 象 画 素 に は 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 さ な
い よ う に し た 場 合 に は 、 上 記 と 同 様 に 原 稿 に 記 録 さ れ た 画 像 全 体 を 鮮 明 に 出 力 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 の 一 実 施 形 態 を 利 用 し た 文 字 画 像 読 取 出
力 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 の 概 略 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 １ ０ は 、 文 字 が 記 録 さ れ た 原 稿 を 読 み 取 る こ と に よ り 文 字 画 像 デ
ー タ を 得 る 画 像 読 取 部 １ １ 、 該 画 像 読 取 部 １ １ に よ り 読 み 取 ら れ た 文 字 画 像 デ ー タ に お け
る 所 定 の 注 目 画 素 が エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 対 象 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 し 、 対 象 画 素 と 判
別 さ れ た 注 目 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 画 像 処 理 装 置 ３ ０ 、 画 像 処 理 装 置 ３ ０ に よ り 対
象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 が 施 さ れ た 文 字 画 像 デ ー タ に 二 値 化 処 理 を 施 す 二 値 化 処 理 部 １ ５
、 該 二 値 化 処 理 部 １ ５ に よ り 二 値 化 処 理 の 施 さ れ た 二 値 化 文 字 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 文 字
画 像 を 所 定 の 記 録 媒 体 に 出 力 す る 画 像 出 力 部 １ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
画 像 処 理 装 置 ３ ０ は 、 画 像 読 取 部 １ １ に よ り 読 み 取 ら れ た 文 字 画 像 デ ー タ に お け る 所 定 の
注 目 画 素 が 対 象 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る 対 象 画 素 判 別 手 段 ２ ０ と 、 対 象 画 素 判 別 手 段
２ ０ に よ り 対 象 画 素 と 判 別 さ れ た 注 目 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す エ ッ ジ 強 調 処 理 部 １ ４
と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 対 象 画 素 判 別 手 段 ２ ０ は 、 画 像 読 取 部 １ １ に よ り 読 み 取 ら れ た 文 字 画 像 デ ー タ に お
け る 所 定 の 注 目 画 素 の 濃 度 が 、 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 濃 度 よ り も 高 く 文 字 を 構 成 す る 線
の う ち 最 も 細 い 線 の 濃 度 以 下 の 所 定 の 第 １ の 閾 値 以 上 、 か つ 文 字 を 構 成 す る 線 の う ち 最 も
細 い 線 の 濃 度 以 上 の 所 定 の 第 ２ の 閾 値 以 下 で あ る 場 合 に そ の 注 目 画 素 を 濃 度 対 象 画 素 と 判
別 す る 濃 度 判 別 部 １ ２ と 、 濃 度 判 別 部 １ ２ に よ り 濃 度 対 象 画 素 で あ る と 判 別 さ れ た 注 目 画
素 が 細 線 画 像 の 一 部 に 応 じ た 細 線 画 素 で あ る か 否 か を 判 別 す る 細 線 画 像 判 別 部 １ ３ と を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 本 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま ず 、 画 像 読 取 部 １ １ に お い て 文 字 が 記 録 さ れ た 原 稿 が 光 電 的 に 読 み 取 ら れ 、 そ の 読 み 取
ら れ た 文 字 画 像 デ ー タ が 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 ３ ０ に 入 力 さ れ る 。 画 像 処 理 装 置 ３ ０ に 入
力 さ れ た 文 字 画 像 デ ー タ に つ い て は 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 ま ず 、 濃 度 判
別 部 １ ２ に お い て 、 所 定 の 画 素 に 注 目 し 、 そ の 注 目 画 素 の 濃 度 が 予 め 設 定 さ れ た 第 １ の 閾
値 ｔ ｈ １ よ り 大 き い か 否 か が 判 別 さ れ る （ Ｓ １ ０ ） 。 こ こ で 、 上 記 第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ は 文
字 画 像 が 記 録 さ れ た 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 濃 度 よ り も 高 い 値 で あ る 。 た と え ば 、 小 ポ イ
ン ト 文 字 の 読 取 濃 度 が 図 ３ に 示 す よ う に な っ て い る 場 合 に は 、 第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ は ９ ０ 位
に 設 定 さ れ る 。 な お 、 図 ３ は 所 定 の 小 ポ イ ン ト 文 字 の 一 部 を 画 像 読 取 部 １ １ に よ り 主 走 査
方 向 に 読 み 取 っ た と き に 出 力 さ れ る 画 素 デ ー タ の 濃 度 を ８ ビ ッ ト の デ ー タ と し て 表 し た 場
合 の 模 式 図 で あ る （ 白 色 部 分 の 読 取 濃 度 は ０ 、 黒 色 部 分 の 読 取 濃 度 は ２ ５ ５ と し て 表 さ れ
る ） 。 ま た 、 上 記 第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ は 上 述 し た よ う に 原 稿 の 輪 郭 部 分 の 下 地 の 濃 度 よ り も
高 い 値 に 設 定 す れ ば よ い が 、 本 実 施 形 態 の よ う に 小 ポ イ ン ト 文 字 部 に お け る 文 字 部 の 濃 度
と 小 ポ イ ン ト 文 字 部 に お け る 下 地 部 の 濃 度 と の 間 に 設 定 す れ ば 、 上 記 文 字 部 の み に エ ッ ジ
強 調 処 理 を 施 す こ と が で き る の で 、 効 率 よ く エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 注 目 画 素 の 濃 度 が 第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ 以 下 で あ る 場 合 に は 、 そ の 注 目 画 素 の 画 素 デ
ー タ は そ の ま ま 二 値 化 処 理 部 １ ５ に 出 力 さ れ る 。 一 方 、 Ｓ １ ０ に お い て 注 目 画 素 の 濃 度 が
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第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ よ り も 大 き い 場 合 に は 、 そ の 注 目 画 素 は 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 さ れ （ 本 実
施 形 態 で は 、 上 記 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 第 ２ の 閾 値 は 文 字 を 構 成 す る 線 の 最 大 濃 度 の 値
と し て い る ） 、 そ の 濃 度 対 象 画 素 と そ の 濃 度 対 象 画 素 に 隣 接 す る 周 辺 画 素 の 画 素 デ ー タ が
細 線 画 像 判 別 部 １ ３ に 出 力 さ れ る 。 周 辺 画 素 と は 、 た と え ば 、 図 ４ に お い て 画 素 Ｅ を 濃 度
対 象 画 素 と し た 場 合 、 画 素 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ， Ｆ ， Ｇ ， Ｈ ， Ｉ が 周 辺 画 素 で あ る 。 そ し て 、
細 線 画 像 判 別 部 １ ３ に お い て は 、 濃 度 対 象 画 素 と そ の 周 辺 画 素 に つ い て 、 た と え ば 、 図 ５
（ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） に 示 す よ う な 縦 、 横 、 斜 め の 細 線 検 出 フ ィ ル タ を 用 い 、 極 細 線 量
が 算 出 さ れ る 。 極 細 線 量 と は 、 濃 度 対 象 画 素 と そ の 周 辺 画 素 の 画 素 デ ー タ に 、 フ ィ ル タ に
お け る 対 応 画 素 の 係 数 を 掛 け 合 わ せ て 加 算 し た 値 で あ り 、 た と え ば 、 図 ５ （ ａ ） の 縦 線 フ
ィ ル タ に つ い て の 極 細 線 量 は 、 以 下 の よ う に し て 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
極 細 線 量 ： ２ × （ ｂ ＋ ｅ ＋ ｈ ） － （ ａ ＋ ｄ ＋ ｇ ＋ ｃ ＋ ｆ ＋ ｉ ）
た だ し 、 ａ ～ ｉ は そ れ ぞ れ 画 素 Ａ ～ Ｉ の 画 素 デ ー タ
上 記 の よ う に し て 各 フ ィ ル タ に つ い て 極 細 線 量 が 算 出 さ れ 、 そ の 中 で 最 大 の 極 細 線 量 を 求
め 、 そ の 最 大 極 細 線 量 と 予 め 設 定 さ れ た 細 線 画 像 判 別 用 の 閾 値 ｔ ｈ ｌ ｉ ｎ ｅ と を 比 較 す る
（ Ｓ １ ４ ） 。 そ し て 、 最 大 極 細 線 量 が 細 線 画 像 判 別 用 の 閾 値 ｔ ｈ ｌ ｉ ｎ ｅ よ り 大 き い 場 合
に は 、 上 記 濃 度 対 象 画 素 が 細 線 画 像 の 一 部 を 構 成 す る 細 線 画 素 で あ る と 判 別 す る 。 そ し て
、 上 記 の よ う に し て 濃 度 対 象 画 素 で あ り 、 か つ 細 線 画 素 と 判 別 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 注 目
画 素 は 対 象 画 素 と 判 別 さ れ 、 そ の 対 象 画 素 の 画 素 デ ー タ と 最 大 極 細 線 量 が エ ッ ジ 強 調 処 理
部 １ ４ に 出 力 さ れ る 。 エ ッ ジ 強 調 処 理 部 １ ４ に お い て は 、 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施
す た め 、 エ ッ ジ 強 調 度 α を 算 出 す る （ Ｓ １ ６ ） 。 エ ッ ジ 強 調 度 α は 、 本 文 字 画 像 読 出 力 装
置 に よ り 出 力 さ れ る 文 字 の う ち 最 も 小 さ い ポ イ ン ト の 文 字 を 鮮 明 に 出 力 す る こ と が で き る
程 度 の 大 き さ で あ り 、 所 定 の 固 定 値 と し て も よ い が 、 本 実 施 形 態 で は 、 最 大 極 細 線 量 の 大
き さ に 比 例 さ せ た 大 き さ の エ ッ ジ 強 調 度 α を 算 出 す る 。 そ し て 、 上 記 の よ う に し て 算 出 さ
れ た エ ッ ジ 強 調 度 α を 用 い て 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 が 施 さ れ る 。 エ ッ ジ 強 調 処 理 は 、
下 式 （ １ ） に 示 す よ う な 一 般 的 な ラ プ ラ シ ア ン な ど の 高 域 強 調 フ ィ ル タ を 使 用 す れ ば よ い
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ｇ （ ｉ ， ｊ ） ＝ ｆ （ ｉ ， ｊ ） － α ・ ∇ ２ ｆ （ ｉ ， ｊ ） 　 … 　 （ １ ）
た だ し 、 ｆ （ ｉ ， ｊ ） ： エ ッ ジ 強 調 処 理 前 の 画 素 デ ー タ
ｇ （ ｉ ， ｊ ） ： エ ッ ジ 強 調 処 理 済 み の 画 素 デ ー タ
上 記 の よ う に し て エ ッ ジ 強 調 度 が 施 さ れ た 対 象 画 素 の 画 素 デ ー タ は 二 値 化 処 理 部 １ ５ に 出
力 さ れ る （ Ｓ ２ ０ ） 。 一 方 、 Ｓ １ ４ に お い て 、 最 大 極 細 線 量 の 大 き さ が 細 線 画 像 判 別 用 の
閾 値 ｔ ｈ ｌ ｉ ｎ ｅ 以 下 で あ る 場 合 に は 、 そ の 注 目 画 素 は 対 象 画 素 で は な い と 判 別 し 、 そ の
画 素 デ ー タ は そ の ま ま 二 値 化 処 理 部 １ ５ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
画 像 読 取 部 １ １ か ら 出 力 さ れ た 文 字 画 像 デ ー タ に お け る 全 て の 画 素 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 注
目 画 素 と し て 上 記 と 同 様 の 処 理 が 施 さ れ る 。 そ し て 、 二 値 化 処 理 部 １ ５ に お い て は 、 全 て
の 画 素 デ ー タ に つ い て 二 値 化 処 理 が 施 さ れ る 。 そ し て 、 二 値 化 処 理 部 １ ５ に お い て 処 理 の
施 さ れ た 二 値 化 画 素 デ ー タ は 、 画 像 出 力 部 １ ６ に 出 力 さ れ 、 二 値 化 画 素 デ ー タ に 基 づ い て
所 定 の 記 録 媒 体 に 文 字 画 像 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 に よ れ ば 、 濃 度 判 別 部 １ ２ に お い て 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 さ れ る
と と も に 、 細 線 画 像 判 別 部 １ ３ に お い て 細 線 画 素 と 判 別 さ れ た 注 目 画 素 を 対 象 画 素 と 判 別
し 、 該 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す よ う に し た の で 、 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 小 ポ イ ン
ト 文 字 を 含 む 文 字 画 像 情 報 に つ い て 、 原 稿 の 輪 郭 が 出 力 さ れ る こ と な く 、 か つ 鮮 明 な 小 ポ
イ ン ト 文 字 を 出 力 す る こ と が で き る よ う な エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｓ １ ０ に お い て 注 目 画 素 の 濃 度 が 第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ 以 下
の 場 合 、 お よ び Ｓ １ ４ に お い て 注 目 画 素 に つ い て 最 大 極 細 線 量 が 細 線 画 像 判 別 用 の 閾 値 ｔ
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ｈ ｌ ｉ ｎ ｅ 以 下 の 場 合 に は 、 そ の 注 目 画 素 の 画 素 デ ー タ は そ の ま ま 二 値 化 処 理 部 １ ５ に 出
力 す る よ う に し た が 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 上 記 の よ う な 場 合 に は 、 Ｓ １
８ に お い て 施 さ れ る エ ッ ジ 強 調 処 理 よ り も 弱 い 強 調 度 の 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 注 目 画 素 に 施
す よ う に し て も よ い （ Ｓ ２ ６ ） 。 Ｓ １ ８ に お い て 施 さ れ る エ ッ ジ 強 調 度 α と Ｓ ２ ６ に お い
て 施 さ れ る 弱 エ ッ ジ 強 調 度 β は 、 所 定 の 固 定 の 値 で も よ い が 、 図 ７ に 示 す よ う な 関 係 で 決
定 す る よ う に す れ ば 通 常 の エ ッ ジ 強 調 処 理 が 施 さ れ た 部 分 と 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 が 施 さ れ た
部 分 の 境 界 に お い て 不 自 然 さ が 生 じ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 図 ７ の 直 線 式 の 傾 き は 画 像
読 取 部 １ １ の Ｍ Ｔ Ｆ を 参 考 に 画 像 チ ュ ー ニ ン グ で 求 め る よ う に す れ ば よ い 。 ま た 、 図 ７ に
示 す よ う な 直 線 （ １ 次 関 数 ） で は な く 曲 線 （ ２ 次 関 数 ） で 表 さ れ る 関 係 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 Ｓ １ ０ に お い て 注 目 画 素 の 濃 度 が 第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ 以 下 の 場 合 、 お よ び Ｓ １ ４ に お
い て 注 目 画 素 に つ い て 最 大 極 細 線 量 が 細 線 画 像 判 別 用 の 閾 値 ｔ ｈ ｌ ｉ ｎ ｅ 以 下 の 場 合 に は
、 注 目 画 素 と そ の 周 辺 画 素 の 濃 度 差 分 量 を 算 出 す る 濃 度 差 分 量 算 出 手 段 （ 不 図 示 ） を 設 け
、 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 そ の 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 第 ３ の 閾 値 ｔ ｈ ３ よ り も
大 き い 場 合 に は （ Ｓ ２ ４ ） 、 注 目 画 素 に 弱 い 強 調 度 の 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 し （ Ｓ ２ ６ ）
、 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 第 ３ の 閾 値 ｔ ｈ ３ 以 下 で あ る 場 合 に は （ Ｓ ２ ４ ） 、 弱 い エ ッ ジ 強 調
処 理 を 施 さ ず に 注 目 画 素 の 画 素 デ ー タ を そ の ま ま 二 値 化 処 理 部 １ ５ に 出 力 す る よ う に し て
も よ い 。 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 の 強 調 度 β は 、 所 定 の 固 定 の 値 で も よ い が 、 図 ９ に 示 す よ う に
上 記 濃 度 差 分 量 の 大 き さ に 比 例 さ せ た 大 き さ で 算 出 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 Ｓ ２ ４
に お い て 濃 度 差 分 量 が 所 定 の 第 ３ の 閾 値 ｔ ｈ ３ 以 下 で あ る 場 合 に は 、 上 記 の よ う に 弱 エ ッ
ジ 強 調 処 理 を 施 さ な い の で は な く 、 上 記 弱 エ ッ ジ 強 調 処 理 よ り も さ ら に 弱 い 強 調 度 の エ ッ
ジ 強 調 処 理 を 施 す よ う に し て も よ い 。 な お 、 上 記 濃 度 差 分 量 と は 、 た と え ば 、 注 目 画 素 と
そ の 周 辺 画 素 の 濃 度 差 分 量 の う ち 最 大 の も の と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 注 目 画 素 が 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 さ れ 、 か つ 細 線 画 素 と 判 別 さ れ
た 場 合 に 、 該 注 目 画 素 を 対 象 画 素 と 判 別 す る よ う に し た が 、 最 大 極 細 線 量 と 細 線 画 像 判 別
用 の 閾 値 ｔ ｈ ｌ ｉ ｎ ｅ と の 比 較 を 行 な う こ と な く 注 目 画 素 の 濃 度 と 第 １ の 閾 値 ｔ ｈ １ と の
比 較 の み を 行 な い 、 注 目 画 素 の 濃 度 が 濃 度 対 象 画 素 と 判 別 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 濃 度 対 象
画 素 を 対 象 画 素 と し 、 そ の 対 象 画 素 に エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 の 一 実 施 形 態 を 適 用 し た 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 の 概 略 ブ ロ
ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 に お け る エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 作 用 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト
【 図 ３ 】 小 ポ イ ン ト 文 字 の 読 取 濃 度 の 例 を 示 す 図
【 図 ４ 】 周 辺 画 素 を 説 明 す る 図
【 図 ５ 】 細 線 検 出 フ ィ ル タ を 示 す 図
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 に お け る そ の 他 の エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 作 用 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ７ 】 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る エ ッ ジ 強 調 処 理 の 強 調 度 を 説 明 す る 図
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置 に お け る そ の 他 の エ ッ ジ 強 調 処 理 を 施 す 作 用 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ９ 】 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る エ ッ ジ 強 調 処 理 の 強 調 度 を 説 明 す る 図
【 図 １ ０ 】 大 ポ イ ン ト 文 字 の 濃 度 差 と 小 ポ イ ン ト 文 字 の 濃 度 差 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 文 字 画 像 読 取 出 力 装 置
１ １ 　 　 画 像 読 取 部
１ ２ 　 　 濃 度 判 別 部
１ ３ 　 　 細 線 画 像 判 別 部
１ ４ 　 　 エ ッ ジ 強 調 処 理 部

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-104635 A 2004.4.2



１ ５ 　 　 二 値 化 処 理 部
１ ６ 　 　 画 像 出 力 部
２ ０ 　 　 エ ッ ジ 画 素 判 別 手 段
３ ０ 　 　 画 像 処 理 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(10) JP 2004-104635 A 2004.4.2



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5C077 LL08  LL19  MP05  NN02  PP03  PP27  PP28  PP47  PP68  PQ08
　　　　 　　        PQ12  PQ20  RR02  RR14  TT06

(11) JP 2004-104635 A 2004.4.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

